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□
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

　

５
４
１
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
57
億
４
１
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
補

　

助
金　
　
　
　

２
９
５
８
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
１
億
３
０
０
０
万
円

・
前
年
度
繰
越
金１

億
４
２
６
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
機
構
集
積
協
力
金
交
付
金

２
９
５
８
万
円

・
農
業
被
害
対
策
費
補
助
金

　

７
３
９
万
円

・審議した議案①

　第４回定例会が１２月１５日と１６日の２日

間で開催され、一般会計と２特別会計補正予算、

条例６件の議案審議を行い、いずれも原案のと

おり可決しました。

審   

議    

し    

た   

議   

案

□
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
３
号
）

　

３
４
５
８
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
10
億
３
６
１
８
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
そ
の
他
繰
越
金

３
４
５
８
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
負

　

担
金　
　
　
　

１
９
４
５
万
円

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
負

　

担
金　
　
　
　

１
３
４
０
万
円

□
平
成
27
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

46
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
２
億
４
８
７
６
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

23

・審議した議案②

　損害賠償の額の決定の議案審議を行い原案の

とおり可決しました。

　また、５件の意見書を可決し、関係省庁に提

出しました。

□
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

公
用
車
の
事
故
に
よ
り
町
が
行

う
損
害
賠
償
の
額
が
、
次
の
と
お

り
決
定
に
な
り
ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
の
額

52
万
７
８
０
０
円

・
損
害
賠
償
の
相
手
方

　

西
富　

佐
藤
裕
一 

氏

台風による河川の氾濫で被害に遭った道路（知来）

□
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

　

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定

　

個
人
番
号
な
ど
の
特
定
個
人
情

報
を
役
場
内
で
福
祉
、
医
療
、
税

台
風
23
号
に
よ
る
農
業
被
害
に
対
し

補
助
金
７
３
９
万
円
！

な
ど
の
事
務
に
利
用
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

□
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

第
５
投
票
区
幌
岩
公
民
館
を
第

４
投
票
区
浜
佐
呂
間
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
編
入
・
統
合
す
る
こ
と
に

伴
い
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

□
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

徴
収
猶
予
制
度
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
ク
・
原
付
等
と
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
小
型
特
殊
自
動
車
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
改
正
し
、

増
額
す
る
も
の
で
す
。

①
農
耕
作
業
用
の
も
の

１
６
０
０
円
→
２
０
０
０
円

②
そ
の
他
の
も
の
（
フ
ォ
ー
ク
リ

　

フ
ト
等
）

４
７
０
０
円
→
５
９
０
０
円

 □
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

　

の
構
築
に
関
す
る
意
見
書

　

今
後
、
さ
ら
な
る
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
中
、
国
保
を
社
会
保

険
と
し
て
堅
持
し
国
民
皆
保
険
を

維
持
す
る
た
め
、
適
切
な
財
源
確

保
、
医
療
な
ど
の
消
費
税
の
抜
本

的
解
決
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

さ
れ
、
国
会
や
関
係
大
臣
宛
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

□
北
海
道
の
す
べ
て
の
子
供
た

　

ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

　

求
め
る
意
見
書

　

教
材
費
な
ど
の
保
護
者
負
担
の

軽
減
、
北
海
道
独
自
の
少
人
数
学

級
の
拡
充
、
教
職
員
の
増
員
、
障

害
児
へ
の
支
援
な
ど
の
条
件
整
備

を
図
る
た
め
、
北
海
道
の
教
育
予

算
の
増
額
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
北
海
道
知
事
な
ど

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
、

　

高
校
無
償
化
の
復
活
及
び
給

　

付
制
奨
学
金
の
確
立
等
を
求

　

め
る
意
見
書

　

高
校
生
や
大
学
生
の
学
ぶ
権
利

を
保
障
し
社
会
全
体
で
支
え
る
た

め
、
教
育
予
算
の
増
額
、
就
学
支

援
金
の
所
得
制
限
の
廃
止
、
高
校

生
・
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金

の
確
立
、
創
設
を
求
め
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

□
特
別
支
援
学
校
の
「
設
置
基

　

準
」
策
定
を
求
め
る
意
見
書

　

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
し
普
通
教
室
が
不
足
し

◎
佐
呂
間
町
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶

　

楽
部
等
に
つ
い
て

【
答
弁
】
現
在
は
、
７
７
０
名
ほ

ど
で
、
道
内
が
約
４
割
、
関
東
か

ら
が
約
３
割
で
、
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
も
あ
り
、
首
都
圏
の
会
員
が

増
え
て
い
ま
す
。
反
響
に
つ
い
て

は
、
会
員
特
典
の
特
産
物
の
抽
選

会
に
会
員
の
５
割
の
方
か
ら
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
非
常
に
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

 

□
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
通

知
カ
ー
ド
（
紙
）
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
プ
ラ
）
の
再
発
行
手
数

料
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

□
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

□
総
合
介
護
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
い
、

条
文
の
文
言
を
追
加
し
改
正
す
る

も
の
で
す
。

て
お
り
、
適
正
な
施
設
の
管
理
運

営
、
児
童
・
生
徒
の
快
適
な
学
習

環
境
の
充
実
、
安
全
・
安
心
な
教

育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特

別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の
策
定

を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
合
意
」
内
容
の
徹

　

底
し
た
情
報
公
開
と
検
証
を

　

求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
守
秘
義
務
を
盾
に
情

報
開
示
や
国
民
的
議
論
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
「
合
意
＝
批
准
」
が
既

成
事
実
か
の
よ
う
に
議
論
を
進
め

て
い
る
た
め
、
国
会
の
承
認
手
続

き
前
に
徹
底
し
た
情
報
開
示
を
行

い
、
合
意
内
容
の
全
容
と
影
響
に

つ
い
て
の
説
明
、
さ
ら
に
国
会
決

議
と
の
整
合
性
の
検
証
を
行
い
、

決
議
違
反
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

す
み
や
か
に
合
意
撤
回
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
答
弁
】
ネ
ッ
ト
上
で
振
込
み
ま

で
で
き
る
自
治
体
で
は
大
き
な
実

績
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
本
町
で

は
そ
う
い
う
手
続
き
は
行
っ
て
お

ら
ず
、
職
員
の
体
制
も
あ
り
現
状

の
手
順
で
進
め
る
中
で
、
信
頼
を

第
一
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
生
鮮
品
の
要
望
も
あ
る
が
不

在
時
の
対
応
な
ど
の
問
題
が
あ
り

実
施
し
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に

は
考
え
て
い
き
た
い
。

◎
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

【
答
弁
】
里
帰
り
出
産
等
の
乳
幼

児
予
防
接
種
分
と
し
て
３
名
分
で

す
。


